
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに

おける

授業予定

1．自己効力感を高める看護のコミュニケーション論

2.セルフマネジメントを推進する過程に活用した看護過程の展開

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

排泄機能障害のある患者の特性を理解し、セルフマネジメントを推進

していく看護について考えることができる

各コマに

おける

授業予定

排泄機能障害（前立腺肥大症など）のある患者のセルフマネジメント

を阻害する要因と看護

2020

専門分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

授業前に事前課題を提出し、授業内容の予習と復習を行う。

小テスト、演習参加態度、糖尿病患者への教育指導パンフレットの提出・演習態度、終講試験で総合的に評価。

第

4

回

使用教材

系統看護学講座

成人看護学①成

人看護学総論　医

学書院

配布資料

授業以外での準備学習

の具体的な内容

成人看護学概論の慢性期

に関連した学習

第

5

回

第

2

回

系統看護学講座

成人看護学①成

人看護学総論　医

学書院

配布資料

成人看護学概論の慢性期

に関連した学習

第

3

回

系統看護学講座

成人看護学①成

人看護学総論　医

学書院

配布資料

成人看護学概論の慢性期

に関連した学習

内　　　容

慢性病患者を取り巻く生活・環境と特徴、セルフマネジメントの支援に

必要な理論が説明できる。

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　腎・

泌尿器　医学書院

配布資料

・生体機能学Ⅰ疾病論

Ⅰ、腎臓・泌尿器に関連し

た内容（腎臓・膀胱・前立

腺の解剖と機能の事前課

題）

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

慢性病患者のセルフマネジメントを推進していく援助に必要なコミュニ

ケーション論と看護過程について理解できる

科  目  名

看護学科

成人看護学援助論Ⅲ

科　目　区　分

系統看護学講座　成人看護学①成人看護学総論　医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　腎・代謝系、内分泌代謝系

ナーシンググラフィカ　成人看護学概論　成人看護学①

ナーシンググラフィカ　セルフマネジメント　成人看護学③

慢性期患者がセルフマネジメントを推進していくために、患者の持っている力を引き出すことを実践に活用する理論「成人教育学」「エン

パワメント」「自己効力理論」「コミュニケーション論」を学ぶ。

セルフマネジメントを支援するための基礎的な知識と技術を身につけ、腎内分泌代謝系の機能障害がある患者の事例を通して、セルフ

マネジメントを推進していく成人の慢性期の看護展開、患者指導について理解を深める。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

2年生 教室名

成人の健康を高める視点をもつために、実習施設で担当した患者や身近な人の健康に関心を持つ。

担 当 教 員 赤木　恭美
実務経験と

その関連資格

系統看護学講座

成人看護学①成

人看護学総論　医

学書院

配布資料

成人看護学概論の慢性期

に関連した学習

１．慢性期患者を取り巻く生活と環境、慢性病患者の特徴と看護

２．セルフマネジメントを支える理論と看護

３．セルフマネジメント教育とは

授業の

方法

第

1

回

講

義

形

式

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

慢性病患者への学習援助として、成人教育学とエンパワメントについ

て説明できる。

各コマに

おける

授業予定

１．セルフマネジメントを支援する成人教育学

２．セルフマネジメントを支援するエンパワメントと看護

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

慢性病患者のセルフマネジメントを推進していく援助に必要な自己効

力理論について説明できる。

各コマに

おける

授業予定

１．自己効力理論と看護



第

14

回

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　内分

泌・代謝系　医学

書院

配布資料

図書室などで糖尿病患者

の食事指導に関する資料

を学習し、指導のポイント

を事前課題（病院等で糖

尿病患者へのパンフレット

などあれば、持参してよ

第

12

回

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　内分

泌・代謝系　医学

書院

配布資料

生体機能学Ⅱ疾病論Ⅱ、

に関連した内容

第

13

回

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　内分

泌・代謝系　医学

書院

配布資料

・生体機能学Ⅱ疾病論

Ⅱ、に関連した内容

・インスリン注射、血糖測定

の技術手順作成を事前課

題

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

内分泌代謝系機能障害のある患者の教育指導について理解を深め

ることができる

第

10

回

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　内分

泌・代謝系　医学

書院

配布資料

生体機能学Ⅱ疾病論Ⅱ、

に関連した内容

第

11

回

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　内分

泌・代謝系　医学

書院

配布資料

生体機能学Ⅱ疾病論Ⅱ、

に関連した内容

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

内分泌代謝系機能障害の患者の特性を理解し、セルフマネジメントを

推進していく看護について考えることができる

各コマに

おける

授業予定

糖尿病患者の看護過程の展開：アセスメント（情報の収集と分析）・情

報の統合

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

内分泌代謝系機能障害の患者の特性を理解し、セルフマネジメントを

推進していく看護について考えることができる

各コマに

おける

授業予定

糖尿病患者の看護過程の展開：関連図、看護診断

第

8

回

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　腎・

泌尿器、内分泌・

代謝系　医学書院

配布資料

・生体機能学Ⅱ疾病論

Ⅱ、に関連した内容

第

9

回

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　内分

泌・代謝系　医学

書院

配布資料

・生体機能学Ⅱ疾病論

Ⅱ、に関連した内容

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

内分泌代謝機能障害のある患者の特性を理解し、セルフマネジメント

を推進していく看護について考えることができる

各コマに

おける

授業予定

慢性腎臓病（糖尿病性腎症：血液透析導入）患者のセルフマネジメン

トを阻害する要因と看護

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

内分泌代謝系障害のある患者の特性を理解し、セルフマネジメントを

推進していく看護について考えることができる

各コマに

おける

授業予定

糖尿病患者のセルフマネジメントを推進していく看護について考える

ことができる

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　内分

泌・代謝系　医学

書院

配布資料

・生体機能学Ⅱ疾病論

Ⅱ、に関連した内容

甲状腺機能亢進症患者のセルフマネジメントを阻害する要因と看護

・生体機能学Ⅱ疾病論

Ⅱ、腎臓・泌尿器に関連し

た内容

第

6

回

第

7

回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第

15

回

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　内分

泌・代謝系　医学

書院

配布資料

・生体機能学Ⅱ疾病論

Ⅱ、に関連した内容

・パンフレットの修正箇所

を提出。

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

内分泌代謝障害のある患者の特性を理解し、セルフマネジメントを推

進していく看護について考えることができる

各コマに

おける

授業予定

系統看護学講座

専門分野Ⅱ　腎・

泌尿器　医学書院

配布資料

授業の

方法
内　　　容

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

排泄機能障害のある患者の特性を理解し、セルフマネジメントを推進

していく看護について考えることができる

各コマに

おける

授業予定

膀胱癌（膀胱全摘出＋回腸導管）による尿路ストーマをもつ患者の退

院後の自己管理を支援する

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

内分泌代謝系機能障害のある患者の教育指導について理解を深め

ることができる

各コマに

おける

授業予定

作成した指導パンフレットを用いて、学生間で指導体験を行い、慢性

期患者への教育指導の重要性について考えることができる

各コマに

おける

授業予定

糖尿病患者の看護過程の展開：看護計画立案

講

義

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

内分泌代謝系機能障害のある患者の教育指導について理解を深め

ることができる

各コマに

おける

授業予定

１.糖尿病患者（食事療法が必要な患者の事例）への教育指導の留意

点

２．糖尿病患者の治療と検査（インスリン注射の体験、血糖測定技術）

講

義

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

内分泌代謝系機能障害のある患者の教育指導について理解を深め

ることができる

各コマに

おける

授業予定

糖尿病患者への指導パンフレットを作成し、患者指導過程を体験する


